
熊本地震

「
テ
ン
ト
村
は
有
効
」

東
哀
野
口
健
さ
ん
活
動
報
告

　
総
社
市
な
ど
と
協
力

し
、
熊
本
地
震
で
被
害
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
ｊ
ｄ
ｄ
ｌ
－
－
　
　
　
－
Ｉ
　
－

集
中
し
た
熊
本
県
益
城
町

で
テ
ン
ト
村
を
開
設
し
た

登
山
家
の
野
口
健
さ
ん
が

3
0
目
、
東
京
都
千
代
田
区

の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会

見
し
「
被
災
者
が
何
よ
り

求
め
て
い
る
の
は
プ
ラ
イ

・
１
１
～
－
－
‐
‐

―
自
―
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熊
本
県
益
城
町
で
の
テ
ン
ト
村

設
置
に
つ
い
て
会
見
す
る
（
有

か
ら
）
野
口
さ
ん
、
片
岡
市
長
、

菅
波
代
表

バ
シ
ー
ー
で
、
仮
設
住
宅
が

で
き
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
後

と
し
て
テ
ン
ト
村
は
有
効

だ
っ
た
。
今
後
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
重
要
性
を
訴
え
た
。

宍
４
面
関
連
）

　
野
口
さ
ん
は
環
境
観
光

大
使
を
務
め
て
い
る
伺
市

の
ほ
か
、
備
前
市
、
国
際

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
本
部
・
西
山
市
）

な
ど
と
連
携
。
地
震
発
生

1
0
日
後
の
４
月
2
4
日
、
総

合
運
動
公
園
に
テ
ン
ト
村

を
開
設
し
た
。
エ
ベ
レ
ス

ト
登
山
用
と
同
じ
く
風
雨

に
強
く
、
天
井
が
商
い
テ

ン
ト
を
約
１
６
０
張
り
殷

ｗ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

営
し
、
車
中
泊
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
被
災
者
約

５
７
０
人
が
利
用
し
た
。

梅
雨
期
を
前
に
3
1
日
、
浸

水
被
害
の
懸
念
な
ど
か
ら

閉
鎖
す
る
。

　
会
見
で
野
口
さ
ん
は

　
「
テ
ン
ト
は
風
雨
を
し

の
ぐ
と
と
も
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
空
間
。
子
ど

ち
も
遊
べ
て
ど
ん
ど
ん
笑

顔
が
増
え
て
い
っ
た
」
と

強
調
。
熱
中
症
対
策
と
し

て
日
よ
け
の
タ
ー
プ
（
天

幕
）
を
殷
殷
し
た
り
、
定

期
的
に
見
回
っ
た
り
し
た

現
地
で
の
活
動
を
報
告
し

た
。
　
一
方
で
、
民
間
と
行
政

の
役
割
分
担
や
調
整
方

法
、
迅
速
な
支
援
に
向
け

た
準
備
な
ど
を
課
題
に
挙

げ
た
。

　
総
社
市
の
片
岡
聡
一
市

長
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
菅
波
茂
代
表
も
同
席
。

　
「
被
災
者
に
選
択
肢
を
与

え
た
と
い
う
点
で
意
義
が

大
き
い
」
と
述
べ
た
。

（
川
中
満
仁
）
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